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意
見
書

次
の
意
見
書
を

関
係
省
庁
等
に

提
出
し
ま
し
た

６
月
会
議
は
、
６
月
10
日
に

再
開
し
、
審
議
期
間
を
６
月
25

日
ま
で
の
16
日
間
に
決
定
し
、

市
長
か
ら
報
告
６
件
、
議
案
９

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
月
17
日
と

18
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
メ
ジ

カ
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
商
店

街
の
活
性
化
、
国
保
問
題
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
、

防
災
教
育
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
、
竜
串
エ

リ
ア
再
開
発
、
土
佐
清
水
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
な
ど
、

10
人
の
議
員
が
質
問
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員

会
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。ま
た
、
市
長
か
ら
諮

問
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
同

6
月
会
議
の
概
要

意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
会
運
営
委
員
会

か
ら
﹁
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
﹂
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
に
よ
り
可
決
し
、
ま
た
議

員
２
人
か
ら
﹁
若
者
も
高
齢
者

も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
改

革
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
﹂
及
び
﹁
２
０
１
９
年
10

月
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
﹂

が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否

決
し
散
会
し
ま
し
た
。

６
月
会
議
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
２
億
７
３
８
１
万
８
０
０
０
円
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

含
む
議
案
９
件
を
可
決
！

６
月
会
議
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
２
億
７
３
８
１
万
８
０
０
０
円
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

含
む
議
案
９
件
を
可
決
！

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

（
一
部
抜
粋
）

　

過
疎
地
域
は
、我
が
国
の
国
土

の
過
半
を
占
め
、豊
か
な
自
然
や

歴
史
・
文
化
を
有
す
る
ふ
る
さ
と

の
地
域
で
あ
り
、都
市
に
対
す
る

食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、い
や

し
の
場
の
提
供
、災
害
の
防
止
、

森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防

止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
。

　

過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る

こ
の
よ
う
な
多
面
的
・
公
益
的
機

能
は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、

そ
れ
は
過
疎
地
域
の
住
民
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」は
、令
和
３
年
３

月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と

と
な
る
が
、過
疎
地
域
が
、健
全

に
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、同
時

に
、都
市
を
も
含
め
た
国
民
全
体

の
安
心
・
安
全
な
生
活
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き

続
き
総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充

実
・
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。

ジ
オ

ど
、

展
開

委
員

を
行

可
決

ら
諮採

り
同

決
し
散
会
し
ま
し
た

○
人
権
擁
護
委
員

門
原　

和
光 

氏

（
栄
町
）

※
候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣

　

に
推
薦
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

人
事
案
件

も
ん
ば
ら

た
か
あ
り
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議案等の議決結果
番　号

報 告 第 4 号

報 告 第 5 号

報 告 第 6 号

報 告 第 7 号

報 告 第 8 号

報 告 第 9 号

議 案 第 2 2 号

議 案 第 2 3 号

議 案 第 2 4 号

議 案 第 2 5 号

議 案 第 2 6 号

議 案 第 2 7 号

議 案 第 2 8 号

議 案 第 2 9 号

議 案 第 3 0 号

諮 問 第 1 号

市議会議案第4号

市議会議案第5号

市議会議案第6号

件　　　　名

専決処分した事件の報告について（土佐清水市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて）

専決処分した事件の報告について（土佐清水市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて）

専決処分した事件の報告について（固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制

定について）

専決処分した事件の報告について（半島振興対策実施地域における固定資産税の不均一課税に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の報告について（住宅使用料の債権放棄について）

専決処分した事件の報告について（水道使用料の債権放棄について）

令和元年度土佐清水市一般会計補正予算（第１号）について

令和元年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

土佐清水市森林環境整備促進基金条例の制定について・

土佐清水市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について

土佐清水市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市キャンプ場条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市給水条例の一部を改正する条例の制定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

「新たな過疎対策法の制定に関する意見書」の提出について

「若者も高齢者も安心できる年金制度の改革を求める意見書」の提出について

「２０１９年１０月の消費税率１０％への引き上げを中止することを求める意見書」の提出について

議会

6

月

会

議

議決結果

－

－

－

－

－

－

可　決

可　決

可　決

可
　
決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

可　決

否　決

否　決

永
野　

裕
夫

浅
尾　

公
厚

細
川　

博
史

甲
藤　
　

眞

岡
本　
　

詠

作
田　

喜
秋

山
崎　

誠
一

吉
村　

政
朗

武
政　

健
三

弘
田　
　

条

谷
口　

佳
保

前
田　
　

晃

○

○

×

×

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

議
長

議
長

番　号 件　　　　　名 議決結果

賛否の分かれた議案

否 　 決

（賛 5、反 6）

「若者も高齢者も安心できる年金制度の改革を

求める意見書」の提出について

市議会議案

第 5 号

否 　 決

（賛 4、反 7）

「２０１９年１０月の消費税率１０％への引き

上げを中止することを求める意見書」の提出に

ついて

市議会議案

第 6 号
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い
く
。

（
質
問
）

　

漁
業
者
の
餌
の
確
保
へ
の
対
応
に
つ

い
て

（
農
林
水
産
課
長
）

　

施
設
で
の
餌
の
保
管
は
可
能
で
あ
り
、

餌
が
な
い
と
出
漁
で
き
な
い
た
め
、関
係

機
関
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、一
致
協
力

し
て
メ
ジ
カ
産
業
再
生
事
業
が
後
退
し

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
）

　

事
業
の
概
要
は　

（
農
林
水
産
課
長
）

　

「
メ
ジ
カ
」を
核
に
、水
産
業
を
含
め
た

各
種
産
業
が
連
携
し
、市
全
体
の
再
生
・

発
展
を
目
指
す
計
画
で
あ
り
、宗
田
節
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
・
新
商
品
（
ス
ー
プ
ブ

ロ
ス
）の
開
発
・
販
売
、体
験
型
観
光
等

の
展
開
、需
要
と
消
費
拡
大
、交
流
人
口

の
増
を
図
る
も
の
。

（
質
問
）

　

長
期
財
政
見
通
し
は
、市
税
収
入
が
緩

Q
（
質
問
）

　

メ
ジ
カ
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ

う
、施
設
を
建
設
し
た
が
、稼
働
状
況
を

問
う　

（
農
林
水
産
課
長
）

　

今
年
４
月
か
ら
運
用
し
て
お
り
、４
・

５
月
の
２
カ
月
間
で
入
庫
９
８
４
ト
ン
、

出
庫
96
ト
ン
で
、計
画（
７
２
７
ト
ン
）を

上
回
る
状
況
で
、市
内
の
宗
田
節
加
工
業

者
・
土
佐
食
が
利
用
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

宗
田
節
入
札
会
が
開
催
で
き
な
か
っ

た
原
因
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
課
長
）

　

宗
田
節
入
札
会
は
、カ
ビ
付
き
・
枯
れ

節
が
一
定
量
な
い
と
開
け
な
い
。今
年
は

そ
れ
ら
が
揃
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因

と
な
っ
て
い
る
。入
札
会
は
、宗
田
節
の

商
談
だ
け
で
な
く
日
本
一
の
生
産
地
を

Ｐ
Ｒ
す
る
場
で
あ
り
、継
続
し
て
開
催
で

き
る
よ
う
メ
ジ
カ
産
業
再
生
を
重
要
事

業
と
し
て
、加
工
組
合
や
関
係
機
関
と
の

協
力
を
得
な
が
ら
事
業
推
進
を
行
っ
て

一
般
質
問

や
か
に
減
少
し
て
い
く
が
、風
力
発
電
施

設
や
大
学
や
専
門
学
校
等
の
誘
致
、ま

た
、空
き
家
の
別
荘
と
し
て
の
販
売
は
、

ど
う
い
っ
た
税
収
が
考
え
ら
れ
る
か

（
税
務
課
長
）

　

法
人
・
個
人
市
民
税
が
、各
事
業
者
の

経
済
活
動
に
よ
り
多
か
れ
少
な
か
れ
影

響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
質
問
）

　

長
期
財
政
見
通
し
は
、投
資
的
予
算
を

削
減
す
る
計
画
だ
が
、道
路
の
整
備
促
進

は
市
民
生
活
の
基
盤
で
あ
り
欠
か
せ
な

い
。整
備
全
般
を
問
う

（
市
長
）

　

道
路
は
、生
活
・
社
会
活
動
を
支
え
る

基
本
で
あ
り
、周
辺
市
町
村
長
や
協
議
会

と
協
力
し
て
国
、県
に
対
し
て
改
良
促
進

の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。大
規
模
災
害
に

対
し
て
の
備
え
、本
市
の
道
路
施
設
の
老

朽
化
等
々
に
対
し
て
維
持
修
繕
費
用
の

確
保
に
取
り
組
む
。

２ 

市
税
の
増
収
策
に
つ
い
て

３ 

道
路
整
備
全
般
に
つ
い
て

山
崎　

誠
一議

員

１ 

メ
ジ
カ
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

 
事
業
に
つ
い
て

スープブロス宗田節入札会の様子
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産
品
の
開
発
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
支

援
や
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、住
民
の
生

活
支
援
な
ど
、新
た
な
地
域
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

こ
れ
ま
で
の
隊
員
数
と
業
務
内
容
等

に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成
25
年
６
月
か
ら
第
１
期
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
か
ら
、現
在
活
躍
中
の
隊

員
も
含
め
16
名
と
な
っ
て
お
り
、企
画
財

政
課
、
観
光
商
工
課
、
農
林
水
産
課
の
３

つ
の
課
で
勤
務
し
、
移
住
相
談
員
、
ジ
オ

パ
ー
ク
担
当
、有
害
鳥
獣
対
策
担
当
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

任
期
終
了
後
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

こ
れ
ま
で
に
、
10
名
が
退
任
し
て
お

り
、５
名
が
協
力
隊
終
了
後
も
本
市
に
定

住
し
て
い
る
。

　

地
元
の
農
地
を
引
き
継
い
で
、柑
橘
類

の
栽
培
・
販
売
を
行
う
方
や
、
鳥
獣
の
肉

を
使
っ
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
開
発
し
、そ

の
製
造
販
売
を
行
う
会
社
を
立
ち
上
げ

Q
　（

質
問
）

　

昨
年
秋
の
議
会
報
告
会
で
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
つ
い
て
市
民
か
ら
質
問
が

出
さ
れ
た
。質
問
内
容
は
、「
こ
れ
ま
で
ど

れ
だ
け
の
人
数
の
方
が
活
躍
さ
れ
た
の

か
。」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る

趣
旨
と
隊
員
の
担
う
仕
事
・
役
割
は
何

か
。」「
起
業
す
る
人
の
事
例
は
な
い
の

か
。」「
隊
員
期
間
終
了
後
、本
市
に
在
住

し
て
も
ら
う
た
め
の
手
立
て
は
し
て
い

る
の
か
。」と
の
内
容
で
、実
際
に
「
元
気

村
お
の
づ
み
」の
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

に
も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
経
過
も
あ

る
。

　

こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、

制
度
や
実
績
、こ
れ
か
ら
の
展
望
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

　

ま
ず
、目
的
・
趣
旨
は

（
企
画
財
政
課
長
）

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著

し
い
過
疎
地
域
等
に
お
い
て
、都
市
部
か

ら
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、隊
員
と
し

て
の
任
期
中
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場

一
般
質
問

た
方
な
ど
が
活
躍
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

新
た
に
、長
期
肥
育
鶏
あ
し
ず
り
キ
ン

グ
の
販
売
戦
略
担
当
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
広

報
担
当
を
募
集
し
て
い
る
。

　

本
市
以
外
の
市
町
村
で
は
、室
戸
市
や

宿
毛
市
が
行
っ
て
い
る
「
合
宿
誘
致
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
業
務
」
や
、「
ス

ポ
ー
ツ
地
域
総
合
分
野
担
当
」
な
ど
、
文

化
的
な
資
源
を
活
用
し
た
事
例
も
あ
り
、

全
国
の
自
治
体
の
事
例
も
研
究
し
な
が

ら
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

１ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

弘
田　
　

条議
員

地域住民と柵張りをする地域おこし協力隊員
移住フェアで清水の魅力についてアピールする移住フェアで清水の魅力についてアピールする

地域おこし協力隊員地域おこし協力隊員
移住フェアで清水の魅力についてアピールする

地域おこし協力隊員
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改
善
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
副
市
長
）

　

吉
村
議
員
の
質
問
通
告
を
受
け
、労
働

基
準
監
督
署
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

見
直
し
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

早
急
に
対
処
す
る
。

（
質
問
）

　

処
遇
改
善
加
算
の
導
入
を
検
討
す
る

よ
う
質
問
し
た
が
、そ
の
後
検
討
し
た
の

か
。

（
し
お
さ
い
園
長
）

　

現
在
は
、改
善
が
必
要
な
給
与
状
況
で

は
な
い
こ
と
や
、介
護
保
険
料
に
算
入
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、導
入
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

（
質
問
）

　

今
の
処
遇
改
善
加
算
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
あ

る
。導
入
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、サ
ー

ビ
ス
向
上
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。民
間
事
業
所
を
参
考
に
し
、導
入

す
べ
き
だ
。

（
質
問
）

　

返
礼
品
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
再

編
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。そ
の
後

（
質
問
）

　

竜
串
地
域
の
再
整
備
に
よ
り
、観
光
客

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。中
心
商
店
街
へ

の
誘
客
計
画
は
進
め
て
い
る
の
か
。ま

た
、現
在
更
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
を
、

地
権
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら「
道

の
駅
」的
な
施
設
を
作
れ
な
い
も
の
か
。

（
観
光
商
工
課
長
）

　

昨
年
度
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
検
討
・
実

施
会
」を
重
ね
て
き
た
。こ
の
間
、県
経
営

支
援
課
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
も
し
て

も
ら
い
、今
後
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。現
在
更
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
に

つ
い
て
は
、関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ

け
た
ら
と
の
条
件
付
き
で
、活
性
化
案
づ

く
り
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

（
市
長
）

　

「
ま
ち
の
駅
」と
い
う
賑
わ
い
の
場
と

な
る
よ
う
な
、個
性
的
な
施
設
に
で
き
れ

ば
と
希
望
し
て
い
る
。

（
質
問
）

　

夜
警
員
の
業
務
委
託
契
約
は
、見
直
し

一
般
質
問

の
対
応
を
聞
く
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　

食
の
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
い
る
。今
後
も
様
々
な
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
質
問
）

　

大
学
生
と
議
員
有
志
で
、清
水
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る

予
定
だ
。協
議
・
意
見
交
換
会
へ
参
加
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　

外
部
の
若
い
人
の
意
見
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
た

い
。

（
質
問
）

　

市
長
は「
足
摺
テ
ル
メ
の
資
産
価
値
を

算
出
し
、総
合
的
に
判
断
す
る
」と
し
た

が
、資
産
鑑
定
し
た
の
か
。

（
市
長
）

　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
り
、評
価
額
を
算

出
し
た
。

　

今
後
、こ
の
評
価
額
を
基
に
し
て
、売

却
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

吉
村　

政
朗議

員

１ 

中
心
商
店
街
の
活
性
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　

 
つ
い
て

２ 

し
お
さ
い
の
運
営
に
つ
い
て

４ 

足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て

３ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

足摺テルメ 中央町商店街
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「短期証」と「資格書」…

気になる用語

国民健康被保険者証（以下「保険

証」）の有効期間は本来１年間と

なっているが、国民健康保険税を滞

納すると保険証の有効期間がそれ

よりも短い「短期証（短期被保険者

証）」に変わる。また、滞納が１年以

上になると「資格書（被保険者資格

証明書）」に変わり、医療機関等受診

の際の支払額は「短期証」は通常通

りであるが、「資格書」はいったん

10割支払うことになる。

に
と
っ
て
致
命
的
な
結
果
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。市
民
の
声
は
今
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

市
長
は
、応
援
し
て
い
た
候
補
者
の
個

人
演
説
会
な
ど
で
、「
政
治
生
命
を
か
け

る
」と
述
べ
た
と
聞
く
。「
政
治
生
命
」を

か
け
て
応
援
し
て
い
た
候
補
が
敗
北
し

た
わ
け
だ
が
、政
治
家
及
び
市
長
と
し
て

の
進
退
も
含
め
、今
後
ど
の
よ
う
に
身
を

処
す
つ
も
り
か
？

（
市
長
）

　

政
治
家
の
出
処
進
退
は
極
め
て
重
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
、軽
々
し
く
発
言

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。市
長
選
で
市

民
の
負
託
を
受
け
て
い
る
以
上
、今
回
の

選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
厳
粛
に
受
け
止

め
な
が
ら
、今
後
の
市
政
運
営
に
ま
い
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

（
質
問
）

　

投
票
所
が
廃
止
に
な
っ
た
地
区
の「
移

動
投
票
所
」を
検
討
し
て
は
ど
う
か
？

（
質
問
）

　

市
長
は
、一
方
の
候
補
者
の
連
名
ポ
ス

タ
ー
に
名
前
を
連
ね
た
自
身
の
政
治
活

動
に
つ
い
て
、「
こ
の
賛
否
は
市
民
の
判

断
に
委
ね
る
ほ
か
な
い
」と
答
弁
（
３
月

会
議
）し
た
が
、県
議
選
で
示
さ
れ
た
市

民
の
判
断
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
？

（
市
長
）

　

現
職
と
新
人
の
一
騎
打
ち
で
、大
変
厳

し
い
３
８
３
票
差
の
接
戦
の
選
挙
戦

だ
っ
た
。こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
厳
粛
に

受
け
止
め
て
い
る
。

（
質
問
）

　

「
厳
粛
に
受
け
止
め
る
」と
は
、市
長
の

行
っ
た
政
治
活
動
は
だ
め
だ
と
市
民
が

判
断
し
た
と
受
け
止
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
？

（
市
長
）

　

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う

が
、私
の
将
来
の
政
治
生
命
・
政
治
活
動

（
副
市
長
）

　

選
挙
管
理
委
員
と
の
懇
談
の
場
で
、投

票
所
の
統
廃
合
と
併
せ
て
「
移
動
投
票

所
」に
つ
い
て
の
議
論
を
お
願
い
し
た
。

（
質
問
）

　

「
資
格
書
」を
「
短
期
証
」に
切
り
替
え

る
こ
と
に
つ
い
て
の
市
長
の
決
意
は
？

（
市
長
）

　

平
成
27
年
度
に
比
べ
て
令
和
元
年
度

の
「
資
格
書
」交
付
世
帯
数
は
半
分
ほ
ど

に
減
っ
て
い
る
。今
後
も
滞
納
者
と
の
接

触
の
機
会
を
図
り
、滞
納
者
個
々
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、「
資
格
書
」の
交
付
を
可

能
な
限
り
抑
え
て
い
き
た
い
。

１ 

県
議
会
議
員
選
挙
に
関
わ
っ
て

２ 

国
保
問
題
に
関
わ
っ
て

一
般
質
問

前
田　
　

晃議
員

市民課国保係
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め
て
い
る
。体
育
協
会
が
実
施
す
る
足
摺

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、あ
し
ず
り
駅
伝
大
会
は

長
い
歴
史
を
誇
る
大
会
と
な
っ
て
お
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、ス
ク
ラ
ム
を
中
心
に

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、交
流

人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）

　

県
内
に
は
、寮
を
併
設
し
た
学
校
が
い

く
つ
か
あ
る
。多
く
は
部
活
動
を
中
心
に

し
た
も
の
だ
が
、学
習
活
動
の
た
め
の
も

の
も
あ
る
。寮
教
育
を
併
設
す
る
こ
と
で

市
内
外
、県
内
外
か
ら
の
生
徒
募
集
が
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
学
校
教
育
、

寮
教
育
を
通
し
て
大
き
く
育
て
て
い
く

こ
と
で
、国
公
立
大
学
へ
の
進
学
者
を
二

桁
台
に
の
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

考
え
る
。

　

今
ま
で
以
上
に
清
水
高
校
へ
の
期
待

感
、
信
頼
感
が
増
し
て
い
く
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

交
流
人
口
拡
大
の
方
策
の
一
つ
で
あ

る
、キ
ャ
ン
プ
合
宿
の
誘
致
、各
種
競
技

団
体
の
大
会
開
催
等
に
つ
い
て
の
今
後

の
方
針
等
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

　

こ
れ
ま
で
も
、交
流
人
口
拡
大
に
向

け
、各
種
大
会
や
合
宿
誘
致
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、今
後
さ
ら
に
推
進
を
図
る
た

め
に
は
、施
設
整
備
や
受
け
入
れ
態
勢
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
つ
い
て
は
、本
市
の

施
設
を
十
分
に
活
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、ス

ク
ラ
ム
、体
育
協
会
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
主
体
に
各
種
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、

市
内
外
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、交
流
を
深

一
般
質
問

市
内
外
、県
内
外
か
ら
の
進
学
希
望
者
が

増
加
す
れ
ば
、
学
校
誘
致
に
近
い
、
若
者

の
増
加
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

70
周
年
を
迎
え
る
清
水
高
校
の
新
た

な
飛
躍
の
一
助
と
な
る
の
で
は
。

（
教
育
長
）

　

寮
の
併
設
や
市
外
か
ら
生
徒
の
確
保

や
地
域
の
特
性
、自
然
環
境
を
生
か
し
た

部
活
動
の
創
設
や
コ
ー
ス
の
新
設
に
つ

い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
計
画
さ
れ
て
な

い
が
、高
台
移
転
を
検
討
す
る
中
で
「
特

色
を
生
か
し
た
魅
力
化
」づ
く
り
に
つ
い

て
現
在
、清
水
高
校
、県
教
育
委
員
会
を

中
心
に
中
学
校
、市
教
育
委
員
会
な
ど
の

関
係
機
関
で
連
携
し
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、今
後

も
、県
と
協
力
し
清
水
高
校
を
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

１ 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流

 　
　
　

人
口
拡
大
に
向
け
て

２ 

清
水
高
校
飛
躍
へ
の
一
提
案

甲
藤　
　

眞議
員

足摺ロードレース 京都大学硬式野球部キャンプ合宿
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津波てんでんこ…　「地震が起きたら津波が来るから各自てん
でんばらばらに一人で高台へ逃げろ。」と
いう教え。「てんでんこ」は「各自」や「めい
めい」という意味の「てんでん」に、東北方
言などで見られる「こ」が付いた言葉。三陸
地方では昔から「津波起きたら命てんでん
こだ」と伝えられており、1990年11月に岩
手県で開催された「第1回全国沿岸市町村
津波サミット」において生まれた言葉と
なっている。東日本大震災の際には、この
教訓に基づき、避難訓練を重ねてきた釜石
市内の小中学校では生存率99.8％の成果
となり「釜石の奇跡」と呼ばれた。

気になる用語

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

本
市
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の

命
を
守
る
」こ
と
の
意
識
付
け
は
あ
る
か

（
教
育
長
）

　

繰
り
返
し
繰
り
返
し
学
習
を
し
て
い

く
ほ
か
な
い
と
考
え
る
。「
津
波
て
ん
で

ん
こ
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
分
自
身
で
状

況
を
判
断
し
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
。学

校
や
家
庭
で
お
互
い
の
行
動
を
し
っ
か

り
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
や
、「
み
ず
か

ら
判
断
し
、主
体
的
に
行
動
で
き
る
子
ど

も
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
今
後
も

防
災
教
育
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
。

（
質
問
）

　

課
題
解
決
や
改
善
に
向
け
、ど
の
よ
う

に
整
理
し
て
い
る
か

（
観
光
商
工
課
長
）

　

拠
点
施
設
及
び
看
板
の
整
備
、ジ
オ
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
化
と
竜
串
観
光
ク

ラ
ス
タ
ー
へ
の
参
画
を
行
い
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

（
質
問
）

　

本
市
の
防
災
力
を
底
上
げ
す
る
に
は

「
人
材
づ
く
り
」が
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、「
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
」と
は

（
こ
ど
も
未
来
課
長
）

　

本
事
業
は
、児
童
生
徒
が
自
ら
命
を
守

り
抜
こ
う
と
す
る「
主
体
的
に
行
動
す
る

態
度
」の
育
成
、高
齢
者
や
家
族
、関
わ
り

を
持
つ
全
て
の
住
民
を
支
援
す
る「
安
全

で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
意

識
」の
向
上
、地
域
住
民
や
保
護
者
・
関
係

機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築
・
強
化
す
る

防
災
訓
練
等
の
手
法
を
開
発
・
普
及
す
る

も
の
。

（
質
問
）

　

子
ど
も
の
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か

（
教
育
長
）

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
防
災
知
識
を
得

て
、災
害
時
に
行
動
が
で
き
る
人
材
と
な

れ
る
よ
う
、
学
校
現
場
と
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
り
、防
災
教
育
を
推
進
し
て
い

（
質
問
）

　

本
年
度
の
事
業
計
画
の
内
容
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
化
に
向

け
た
ガ
イ
ド
養
成
と
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
、
サ
イ
ト
開
設
板
の
整
備
、
竜
串

観
光
ク
ラ
ス
タ
ー
と
連
携
し
た
観
光
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
勉
強
会
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
研
究
者
へ
の
支
援
や
連

携
拡
充
の
た
め
の
助
成
事
業
も
事
業
計

画
に
位
置
付
け
て
い
る
。

（
質
問
）

　

今
後
の
展
望
と
次
期
申
請
の
方
針
は

（
市
長
）

　

３
月
に
開
催
し
た
推
進
協
議
会
の
臨

時
総
会
に
お
い
て
、来
年
度
の
申
請
を
目

標
と
す
る
確
認
を
行
っ
た
。
今
年
度
は

し
っ
か
り
と
課
題
解
決
の
作
業
を
進
め
、

来
年
の
竜
串
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン
や
新
足
摺
海
洋
館
オ
ー
プ
ン
に
続

き
、秋
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
で
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

１ 

本
市
に
お
け
る

　
　
　

防
災
教
育
に
つ
い
て

２ 

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」に
つ
い
て

一
般
質
問

細
川　
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気になる用語

SNS… Social Networking Service（ソーシャル
ネットワーキング　サービス）の略。イ
ンターネットを介して、スマートフォ
ンやパソコンを利用し、人と人とのつ
ながりを促進するサービス。近年では、
政府機関などにおいてもFacebook
（フェイスブック）やLINE（ライン）など
のSNSを利用した情報発信を行ってい
る。

の
お
得
に
な
る
）、自
治
体
、事
業
者
、寄

附
者
の
３
者
と
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
質
問
）

　

こ
ん
な
お
得
な
良
い
こ
と
は
担
当
課
、

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、市
民
全
員
の
力

を
お
借
り
し
て
県
外
在
住
の
親
戚
、あ
ら

ゆ
る
知
人
に
内
容
を
伝
え
て
い
た
だ
き

「
お
得
で
簡
単
な
ふ
る
さ
と
納
税
で
生
ま

れ
育
っ
た
土
佐
清
水
を
元
気
に
し
よ
う

大
作
戦
」を
、市
民
全
員
で
成
功
さ
せ
る

べ
き
で
は
？

（
市
長
）

　

「
そ
り
ゃ
あ
み
ん
な
に
言
う
ち
ゃ
ら
な

い
か
ん
作
戦
パ
ー
ト
２
」ぜ
ひ
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。市
税
等
の
一
般
財
源

が
乏
し
い
本
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源

と
な
り
ま
す
の
で
、寄
附
金
増
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

（
質
問
）

　

足
摺
方
面
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
？

（
質
問
）

　

平
成
29
年
度
県
下
市
町
村
ベ
ス
ト
４

の
金
額
と
、土
佐
清
水
市
の
実
績
は
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

１
位
奈
半
利
町
39
億
５
６
２
万
円
、２

位
四
万
十
町
12
億
７
０
８
７
万
円
、３
位

須
崎
市
11
億
３
６
０
万
円
、４
位
室
戸
市

10
億
７
３
７
６
万
円
、土
佐
清
水
市
は
25

位
４
１
１
３
万
円
。し
か
し
、
30
年
度
は

９
５
２
６
万
円
に
ア
ッ
プ
。

（
質
問
）

　

例
え
ば
大
阪
在
住
の
方
が
３
万
円
の

寄
附
を
し
た
場
合
、お
金
の
流
れ
と
何
が

得
な
の
か
を
聞
く

（
企
画
財
政
課
長
）

　

３
万
円
の
寄
附
を
し
た
場
合
、30
％
の

９
０
０
０
円
相
当
の
返
礼
品
が
も
ら
え
、

翌
年
の
税
か
ら
寄
附
額
よ
り
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
２
万
８
０
０
０
円
の

控
除（
還
付
）が
受
け
ら
れ
る
た
め
、寄
附

者
は
３
万
円
の
支
出
に
対
し
、３
万
７
０

０
０
円
の
見
返
り
が
あ
り（
７
０
０
０
円

一
般
質
問

（
観
光
商
工
課
長
）

　

足
摺
岬
先
端
の
展
望
所
が
令
和
３
年

度
に
着
工
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。ま
た
唐

人
駄
場
園
地
の
公
衆
ト
イ
レ
の
改
築
な

ど
は
県
に
要
請
中
。

（
質
問
）

　

椿
の
ト
ン
ネ
ル
を
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

に
で
き
な
い
か
？
新
た
な
体
験
型
観
光

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
、国
内
だ
け
で
は

な
く
世
界
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
て

は
？
そ
し
て
観
光
客
を
市
民
全
員
で
お

も
て
な
し
が
で
き
る
街
に
す
る
べ
き
で

は
？

（
観
光
商
工
課
長
）

　

実
際
私
も
歩
い
て
感
じ
た
こ
と
で
す

が
、見
せ
方
や
情
報
発
信
の
方
法
に
よ

り
、十
分
楽
し
め
る
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
市
長
）

　

滞
在
型
観
光
商
品
開
発
は
こ
れ
か
ら

も
力
を
入
れ
、情
報
発
信
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
の
で
新
た
な
方
法

の
見
直
し
の
検
討
、そ
し
て
接
客
マ
ナ
ー

向
上
の
取
り
組
み
も
必
要
と
な
る
。

１ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

２ 

観
光
客
増
に
対
応
す
る

 　

足
摺
観
光
の
見
直
し
を
問
う

武
政　

健
三議

員

椿のトンネル
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くしの歯作戦…東日本大震災の際、救命・救援ルート
確保のため、東北内陸部を南北に貫く

東北自動車道や国道４号線から「くし

の歯」のように沿岸部に向かって、車

が通れるだけの何本ものルートを切

り啓く「道路啓開」のために行った作

戦のこと。

気になる用語

けいかい

状
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

（
質
問
）

　

災
害
時
の
道
路
の
復
旧
に
つ
い
て
。

（
ま
ち
づ
く
り
対
策
課
長
）

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
と
、甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。国
道
３
２
１

号
線
は
、至
る
所
で
通
行
が
で
き
な
く
な

る
と
想
定
さ
れ
、
負
傷
者
の
救
援
救
出

や
、緊
急
物
資
な
ど
の
受
け
入
れ
の
た
め

の
救
援
ル
ー
ト
を
切
り
開
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　

県
や
建
設
事
業
者
と
連
携
し
道
路
啓

開
計
画
を
立
て
、早
急
に
ル
ー
ト
確
保
に

努
め
る
。

（
質
問
）

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、高
速
道
路
を
有

効
活
用
し
た
と
思
う
が
、高
速
道
路
を
延

伸
で
き
な
い
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
対
策
課
長
）

　

高
規
格
幹
線
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
東
北
で
行
っ
た
「
く
し
の

歯
作
戦
」
が
活
用
で
き
、
病
院
に
負
傷
者

を
搬
送
し
支
援
物
資
を
避
難
所
に
迅
速

（
質
問
）

　

戸
別
収
集
の
現
状
は
。

（
市
民
課
長
）

　

以
前
、市
街
地
に
お
い
て
戸
別
収
集
を

実
施
し
て
い
た
が
、警
察
か
ら
危
険
で
あ

る
と
の
通
告
が
あ
り
現
在
戸
別
収
集
は

実
施
し
て
い
な
い
。

（
質
問
）

　

健
康
推
進
課
関
連
の
事
業
で
、ご
み
出

し
支
援
を
行
っ
て
い
な
い
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）

　

訪
問
介
護
や
、地
域
支
援
事
業
に
お
い

て
、
ご
み
出
し
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
諸
事
情
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
支
援
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
質
問
）

　

健
康
推
進
課
の
サ
ー
ビ
ス
で
補
え
て

い
な
い
方
へ
の
ご
み
出
し
支
援
は
で
き

な
い
か
。

（
市
民
課
長
）

　

今
年
、
環
境
省
が
「
ご
み
出
し
支
援
の

モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
で
、本
市
の
現

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
市
長
）

　

ま
ず
は
、四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
完
成
さ
せ
、こ
こ
か
ら
沿
岸
部
へ
と
延

び
る
高
規
格
幹
線
道
路
等
を
整
備
し
、

「
命
の
道
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

（
質
問
）

　

本
市
の
婚
姻
数
の
推
移
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

平
成

28
年
度
が

27
件
、
29
年
度
が
24

件
、30
年
度
が
20
件
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
）

　

本
市
は
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

か
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　

実
施
し
て
い
な
い
。

（
質
問
）

　

そ
の
理
由
は

（
企
画
財
政
課
長
）

　

「
出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」や「
子

育
て
支
援
策
」
を
優
先
し
た
こ
と
、
本
事

業
の
実
施
に
よ
る
効
果
が
不
透
明
で
あ

る
の
で
実
施
し
て
い
な
い
。

（
質
問
）

　

今
後
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て

（
市
長
）

　

本
年
実
施
予
定
し
て
い
る
大
月
町
や
、

既
に
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
状
況
等

を
見
な
が
ら
、今
後
の
事
業
実
施
の
有
無

を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

１ 

高
齢
者
の
ご
み
出
し

　
　
　
　
　

支
援
に
つ
い
て

２ 

防
災
に
つ
い
て

３ 

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

一
般
質
問

作
田　
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（
質
問
）

　

１
日
１
人
約
２
万
４
０
０
０
円
を
消

費
す
る
計
算
に
な
る
が
、今
後
の
計
画
に

つ
い
て

（
観
光
商
工
課
長
）

　

夏
に
向
け
、マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

事
業
者
と
の
連
携
、キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
食

材
等
の
配
達
に
つ
い
て
も
、具
体
的
な
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、土
佐
清
水
市
民
限
定
プ
ラ
ン
の

構
築
に
つ
い
て
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
協
議

中
。

（
質
問
）

　

課
題
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

「
免
許
を
返
納
し
た
際
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
移
動
手
段
の
存
続
」「
高
低
差

の
あ
る
地
区
で
は
公
共
交
通
を
使
い
づ

ら
い
」「
市
街
地
で
も
病
院
や
金
融
機
関

が
高
台
に
あ
り
、車
に
乗
ら
な
い
住
民
の

負
担
増
加
」「
移
動
手
段
の
確
保
に
要
す

（
質
問
）

　

キ
ャ
ン
プ
場
使
用
料
は
市
の
歳
入
に

な
る
か

（
観
光
商
工
課
長
）

　

指
定
管
理
者
の
収
入
と
な
る
。

（
質
問
）

　

爪
白
キ
ャ
ン
プ
場
の
事
業
費
総
額
約

４
億
２
４
６
２
万
円
、指
定
管
理
料
５
年

間
で
７
０
０
０
万
と
の
こ
と
だ
が
、費
用

対
効
果
は

（
観
光
商
工
課
長
）

　

年
間
利
用
者
数
８
２
０
０
人
と
し
て

算
出
。

　

宿
泊
、キ
ャ
ン
プ
場
用
品
レ
ン
タ
ル
・

販
売
、そ
の
他
カ
ツ
オ
の
藁
焼
き
体
験
等

の
売
上
額
を
含
む
直
接
効
果
試
算
額
２

８
４
０
万
円
、そ
れ
に
伴
う
飲
食
費
や
交

通
費
、土
産
品
等
の
売
上
額
を
含
む
直
接

効
果
試
算
１
億
２
１
４
９
万
円
、間
接
一

次
効
果
額
、間
接
二
次
効
果
額
の
見
込
み

が
５
１
０
８
万
円
の
合
計
約
２
億
円
の

効
果
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

一
般
質
問

る
経
費
が
膨
大
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路

線
バ
ス
が
併
走
す
る
不
効
率
」な
ど
の
課

題
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、交
通
事
業
所
に
お
い
て
も
担
い

手
不
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
に
多
額
の
費
用
を
投
入
し

て
い
る
一
方
で
、人
口
減
少
と
と
も
に
、

利
用
者
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、効
率
の

よ
い
運
行
経
路
や
混
乗
を
実
施
す
る
こ

と
で
経
費
の
低
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
質
問
）

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
企
画
財
政
課
長
）

　

「
使
い
や
す
い
公
共
交
通
網
の
構
築
」

「
持
続
す
る
公
共
交
通
網
の
構
築
」「
地
域

全
体
で
育
む
公
共
交
通
網
の
構
築
」と
３

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
、「
利
便
性
向
上
」

「
利
用
環
境
改
善
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
経
費
削
減
」「
利
用
促
進
の
取
り
組
み
」

「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」な
ど
、進
捗
状

況
を
毎
年
確
認
し
て
い
く
。

１ 

竜
串
エ
リ
ア
再
開
発
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

２ 

土
佐
清
水
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
に
つ
い
て

谷
口　

佳
保議

員

土佐清水市地域公共交通網形成計画 スノーピーク土佐清水キャンプフィールド
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り
変
動
す
る
が
、必
要
最
小
限
の
経
費
に

努
め
る
。

（
質
問
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
す
の
で

は
な
く
、本
市
独
自
の
取
り
組
み
を
考
え

て
は
ど
う
か
？

（
市
長
）

　

ぜ
ひ
対
案
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
質
問
）

　

１
回
目
の
審
査
結
果
報
告
書
で
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
通
じ
て
観
光
客
数

が
増
加
し
た
地
域
は
な
く
、
も
し
ジ
オ

パ
ー
ク
を
活
用
し
て
観
光
客
を
増
や
し

た
い
の
な
ら
他
地
域
と
は
異
な
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
よ
う
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
中
田
委
員
長
の
講
演

で
も
「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
経
済
を
立

て
直
そ
う
と
す
る
の
は
論
外
」
と
繰
り

返
し
諭
さ
れ
て
い
る
。
経
済
活
動
で
は

な
く
、
純
粋
に
環
境
保
全
活
動
や
文
化

活
動
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

　

そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
観
光
商
工
課

で
は
な
く
教
育
委
員
会
に
位
置
づ
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
あ
り
き
で
予
算

（
質
問
）

　

こ
れ
ま
で
の
総
事
業
費
は
？

（
観
光
商
工
課
長
）

　

平
成
26
年
度
約
３
７
０
万
円
、27
年
度

約
３
４
０
０
万
円
、28
年
度
約
４
２
０
０

万
円
、
29
年
度
約
４
７
０
０
万
円
、
30
年

度
決
算
見
込
み
約
４
２
０
０
万
円
、令
和

元
年
度
予
算
額
約
４
３
０
０
万
円
、合
計

約
２
億
１
０
０
０
万
円
。

（
質
問
）

　

か
な
り
の
予
算
を
投
じ
て
い
る
が
、厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
、今
の
予
算
規
模

を
継
続
し
て
い
く
の
か
？

（
市
長
）

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
や
事
業
内
容
に
よ

を
つ
ぎ
込
ん
で
い
く
の
で
は
な
く
、

「
環
境
保
全
活
動
」
や
「
文
化
活
動
」

を
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
、
本
市
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

地
道
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
的
に
展
開
」
し

て
い
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
選
択
。

　

そ
れ
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
な
く
て

も
「
ジ
オ
パ
ー
ク
的
な
取
り
組
み
」
と

し
て
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
教
育
や
環

境
の
保
護
活
動
な
ど
を
本
市
な
り
に
続

け
る
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
念
に

も
通
じ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）

　

平
成
27
年
12
月
会
議
の
市
長
答
弁
で

は
、
「
本
市
の
産
業
の
課
題
解
決
に
は
、

一
企
業
で
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
る

た
め
持
ち
株
会
社
を
設
立
し
、
グ
ル
ー

プ
全
体
で
連
携
を
図
り
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
今

回
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
に
至
っ

た
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
１

社
に
統
合
す
る
の
か
？

（
市
長
）

　

今
の
時
点
で
ど
の
方
法
が
い
い
の
か

絶
え
ず
考
え
て
い
る
。機
関
決
定
を
さ
れ

れ
ば
速
や
か
に
議
会
に
報
告
す
る
。

１ 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
概
念
や

取
り
組
み
は
非
常
に
良
い

も
の
だ
と
思
う
が
、本
市
の

財
政
難
が
及
ぼ
す
市
民
生
活

へ
の
影
響
を
考
え
た
と
き
、

そ
ろ
そ
ろ
取
り
組
み
方
を

見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２ 

第
三
セ
ク
タ
ー
の
統
合
に
つ
い
て

一
般
質
問

岡
本　
　

詠議
員

第三セクター… 国や地方自治体（第一セクター）と民間企
業（第二セクター）との共同出資の事業体。

公共的な事業に民間の資金や能力を導入

し、地域開発や都市づくりなどに利用され

る。本市においては、土佐清水ホールディ

ングス株式会社や土佐食株式会社、株式会

社土佐清水元気プロジェクトがある。

気になる用語
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スクールバススクールバス

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
元
年
度
土
佐
清
水
市

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
１
号
）に
つ
い
て

6
月
会
議

委
員
会
の　

審
査
内
容

（
抜
粋
）

◆
竜
串
東
側
再
整
備
事
業
に

つ
い
て

（
執
行
部
）

　

旧
中
央
公
民
館
は
、昭
和
39
年

に
建
設
さ
れ
た
耐
震
性
が
低
い
建

物
で
、老
朽
化
に
よ
り
外
壁
の
一

部
が
崩
壊
し
、他
の
箇
所
で
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
亀
裂
が
確
認
さ
れ

危
険
な
状
況
で
あ
る
た
め
、ロ
ー

プ
を
張
っ
て
立
ち
入
り
禁
止
と
し

て
い
る
。

（
委
員
）

　

解
体
後
の
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

台
数
に
つ
い
て
は
20
台
前
後
を

想
定
し
、出
入
り
口
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
、図
書
館
側
と
郵
便

局
側
の
２
カ
所
を
予
定
し
て
い

る
。郵
便
局
側
は
一
方
通
行
で
あ

る
が
、建
物
の
撤
去
に
よ
り
見
通

し
も
よ
く
な
り
、利
便
性
・
安
全

性
も
向
上
す
る
。

（
委
員
）

　

中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル
が
利
用

し
て
い
る
陶
芸
教
室
の
窯
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
執
行
部
）

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
現
在
休
止
し

い
る
。

（
委
員
）

　

こ
の
事
業
の
予
算
額
や
工
事
期

間
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

来
年
度
に
つ
い
て
は
、２
期
工

事
の
設
計
業
務
で
１
０
０
０
万

円
、２
期
工
事
に
つ
い
て
は
、工
事

概
要
が
設
計
の
中
で
決
定
さ
れ
る

が
、概
算
で
１
億
円
と
考
え
て
い

る
。

（
執
行
部
）

　

東
エ
リ
ア
と
西
エ
リ
ア
の
一
体

感
と
い
う
の
が
、今
一
番
の
竜
串

の
課
題
で
あ
り
、遊
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
も
、国
の
交
付
金
事
業

を
導
入
し
整
備
を
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。ま
た
、愛
宕
橋
に
つ

い
て
は
、本
年
か
ら
２
年
を
か
け

て
県
が
整
備
し
、東
エ
リ
ア
と
西

エ
リ
ア
が
つ
な
が
る
計
画
が
進
ん

で
い
る
。

（
委
員
）

　

こ
の
事
業
は
３
年
計
画
で
、駐

車
場
西
側
と
近
隣
市
道
の
整
備
と

い
う
こ
と
だ
が
、売
店
、ト
イ
レ
改

修
等
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

（
執
行
部
）

　

今
の
売
店
を
１
カ
所
に
ま
と
め

る
と
い
う
形
と
売
店
の
奥
側
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
側
の
ほ
う
が
一
段
低

く
な
っ
て
い
る
が
、デ
ッ
ド
ス

ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、そ
こ
を

有
効
活
用
し
売
店
と
広
場
を
整
備

し
、滞
在
時
間
を
延
長
で
き
る
仕

組
み
を
周
辺
の
事
業
者
と
検
討

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い

る
。整
備
と
し
て
は
、売
店
の
整
備

及
び
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）化
を
考
え
て

（
執
行
部
）

　

現
在
、桜
浜
を
含
め
た
海
全
体

が
水
族
館
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

よ
る
新
足
摺
海
洋
館
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
の
整
備
等
、竜
串
再
開
発
事

業
を
進
め
て
お
り
、こ
の
整
備
と

あ
わ
せ
て
、観
光
客
を
東
側
へ
も

周
遊
さ
せ
る
た
め
に
海
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
前
の
市
営
駐
車
場
を
含
め
た

整
備
を
進
め
て
い
る
。

（
委
員
）

　

以
前
に
愛
宕
川
へ
の
架
橋
の
要

望
が
あ
っ
た
が
、橋
も
含
め
、整
備

計
画
で
は
遊
歩
道
等
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

て
い
る
が
、耐
火
構
造
の
建
物
で

現
在
使
用
し
て
い
な
い
学
校
施
設

の
建
物
２
カ
所
を
提
案
し
、継
続

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
協
議
を

進
め
て
い
る
。

（
委
員
）

　

工
事
の
財
源
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

過
疎
債
を
充
当
す
る
。

（
委
員
）

　

工
事
費
の
内
訳
と
ア
ス
ベ
ス
ト

を
使
っ
た
建
物
で
あ
れ
ば
、飛
散

防
止
対
策
な
ど
も
含
め
て
か
な
り

費
用
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

（
執
行
部
）

　

工
事
費
内
訳
に
つ
い
て
は
、解

体
分
が
約
２
０
０
０
万
円
、フ
ェ

ン
ス
設
置
を
含
め
た
駐
車
場
整
備

が
５
０
０
万
円
、ま
た
、ア
ス
ベ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、以
前
国
か
ら
の

調
査
が
あ
り
、当
時
の
調
査
で
は
、

旧
中
央
公
民
館
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト

の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
旧
中
央
公
民
館
解
体
及
び

駐
車
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

愛宕川にかかっている飛び石橋愛宕川にかかっている飛び石橋愛宕川にかかっている飛び石橋

市議会だより／110号 14



委
員
会
の　

活
動
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

土
佐
清
水
市
火
災
予
防
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　

制
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

土
佐
清
水
市
介
護
保
険
条
例
の

　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　

制
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

具
体
的
に
は
、第
１
段
階
が
、前
年

度
２
万
６
１
９
０
円
か
ら
本
年
度

２
万
１
８
２
５
円
に
、第
２
段
階

が
、前
年
度
４
万
３
６
５
０
円
か

ら
本
年
度
３
万
６
３
７
５
円
に
、

第
３
段
階
が
前
年
度
４
万
３
６
５

０
円
か
ら
本
年
度
４
万
２
１
９
５

円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
。

（
委
員
）

　

軽
減
割
合
の
根
拠
は
何
か
。

（
執
行
部
）

　

国
か
ら
全
国
一
律
に
示
さ
れ
た

軽
減
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

（
執
行
部
）

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
消
費
税
が

増
税
さ
れ
る
に
当
た
り
、低
所
得

者
の
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、消
費
税
の
増
額
分
を
財
源

に
介
護
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で

は
第
１
段
階
の
方
の
み
軽
減
措
置

を
行
っ
て
い
た
が
、第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
ま
で
の
方
に
対
し
軽

減
措
置
を
拡
充
す
る
も
の
で
あ

る
。

火
災
警
報
器
）の
設
置
の
免
除
に

関
す
る
事
項（
第
29
条
の
５
関
係
）

　

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、住
宅

用
防
災
機
器
（
住
宅
用
火
災
警
報

器
等
）を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
場
合
と
し
て
、「
特
定
小
規
模

施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
、

技
術
上
の
基
準
に
従
い
設
置
し
た

場
合
」が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、当
該
改
正
を
反
映
す
る
も
の
。

（
３
）そ
の
他

　

今
回
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、現

行
の
法
令
用
字
及
び
用
語
に
改
正

す
る
も
の
。

（
委
員
）

　

条
例
中
第
29
条
の
５
第
１
号
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

各
号
に
住
宅
用
防
災
機
器
の
設

置
が
免
除
で
き
る
要
件
を
定
め
た

も
の
で
あ
り
、第
１
号
に
つ
い
て

は
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し

た
場
合
は
、住
宅
用
防
災
機
器
は

不
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
委
員
）

　

改
正
の
背
景
と
主
な
改
正
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
30
年
５
月
30

日
に
、住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置

及
び
維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
平
成
31

年
２
月
28
日
に
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、本
条
例
の
改

正
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

（
１
）避
雷
設
備
に
関
す
る
事
項

　

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、工
業
標

準
化
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、産
業

標
準
化
法
に
変
わ
り
、日
本
工
業

規
格
が
日
本
産
業
規
格
に
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、引
用
法
令
の

名
称
等
、当
該
改
正
を
反
映
す
る

も
の
。

（
２
）住
宅
用
防
災
機
器
（
住
宅
用

　

４
月
23
日
に
浦
尻
冷
凍
保
管
施

設
の
視
察
及
び
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
に
完
成
し
た
浦
尻
冷

凍
保
管
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

庫
内
の
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
25
度
、

容
量
は
３
室
で
約
１
５
０
０
ト
ン

で
、１
室
当
た
り
パ
レ
ッ
ト
を
６

１
２
個
置
く
こ
と
が
で
き
、３
室

合
計
で
１
８
３
６
個
置
く
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
、１
室
の
み
稼
働
中
で

あ
り
、庫
内
に
は
、土
佐
食
株
式
会

社
の
メ
ジ
カ
や
節
納
屋
か
ら
依
頼

を
受
け
て
保
管
し
て
い
る
メ
ジ
カ

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、下
ノ
加
江
冷
凍

保
管
施
設
で
急
速
冷
凍
し
た
メ
ジ

カ
を
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
保
管
し

て
お
り
、ま
た
、浦
尻
に
冷
凍
保
管

１ 

浦
尻
冷
凍
保
管
施
設
の

　
　
　
　
　

 

視
察
に
つ
い
て

壁に設置してある住宅用火災警報器壁に設置してある住宅用火災警報器壁に設置してある住宅用火災警報器
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２ 

意
見
交
換
に
つ
い
て

万
３
６
１
４
円
）を
負
担
し
、電
気

代
等
の
維
持
管
理
費
は
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。ま
た
、浜
渕
社
長
に
よ
り
ま
す

と
、元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
入

と
し
て
は
、凍
結
料
、保
管
料
、出

庫
料
と
い
う
形
で
利
用
者
に
請
求

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

引
き
続
き
、本
市
の
基
幹
産
業

の
一
つ
で
あ
る
メ
ジ
カ
産
業
の
再

生
に
向
け
、ご
尽
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、議
会
と
し
て
も
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
終
了

し
ま
し
た
。

巻
く
環
境
は
、ま
す
ま
す
悪
化
し

て
お
り
、こ
の
冷
凍
事
業
が
関
係

者
の
皆
様
に
期
待
さ
れ
、活
躍
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
元
が
活
性
化

す
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。そ
し
て
、浦
尻
冷
凍
保

管
施
設
の
完
成
に
よ
り
幅
広
い
事

業
の
展
開
が
見
込
ま
れ
、よ
り
一

層
尽
力
し
て
い
く
の
で
、議
員
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

意
見
交
換
で
は
、委
員
か
ら
、昨

年
７
月
に
下
ノ
加
江
漁
業
者
と
の

意
見
交
換
会
を
行
っ
た
が
、そ
の

際
の
下
ノ
加
江
漁
業
者
の
要
望
は

ク
リ
ア
で
き
た
の
か
と
の
質
問
が

あ
り
、浜
渕
社
長
に
よ
り
ま
す
と
、

浦
尻
冷
凍
保
管
施
設
が
完
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、問
題
が
解
決
さ
れ
、

漁
獲
制
限
や
時
間
制
限
を
緩
和
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
。今
後
は
制
限
な
く
、原
魚
を
確

保
す
る
体
制
が
構
築
で
き
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、委
員
か
ら
施
設
の
維
持

管
理
は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
問

が
あ
り
、執
行
部
に
よ
り
ま
す
と
、

市
か
ら
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
施

設
を
借
り
受
け
て
使
用
料
（
月
43

施
設
が
で
き
た
こ
と
で
、清
水
や

窪
津
で
水
揚
げ
さ
れ
た
メ
ジ
カ
も

保
管
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

冷
凍
保
管
施
設
を
視
察
後
、市

役
所
に
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
執
行
部
を
は

じ
め
、株
式
会
社
土
佐
清
水
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
浜
渕
社
長
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

浜
渕
社
長
か
ら
は
、年
々
、加
工

業
者
の
減
少
な
ど
メ
ジ
カ
を
取
り

●●●●●●●●冷凍保管施設冷凍保管施設冷凍保管施設

●●●●●●●●冷凍保管施設内のようす冷凍保管施設内のようす冷凍保管施設内のようす

「平成３０年１２月会議における議事運営等について陳情」 小川　豊治　氏

　一般質問の通告制等、議会運営に関わる質問事項ついての陳情が提出され、議会運営委員会での協議を経て、回答文
書を７月１０日に交付しました。

件           名

四国市議会議長会・全国市議会議長会から表彰状及び感謝状が贈られました

陳情者

○四国市議会議長会特別表彰

　在職３６年以上　　武藤　清　前議員

　在職１６年以上　　岡﨑　宣男　前議員、永野　裕夫　議長

　在職１２年以上　　西原　強志　前議員、小川　豊治　前議員、森　一美　前議員

○四国市議会議長会一般表彰

　３年以上正副議長　永野　裕夫　議長

○全国市議会議長会評議員

　感謝状　　　　　　仲田　強　前議長、永野　裕夫　議長

　

陳情・要望等
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議議会会会報告告会会会をを開催催催しまままししたたたた議会報告会を開催しました
　今年度第1回目の議会報告会は、4月24日～5月10日にかけて、小方青年会館、中浜会館、中央
公民館、上野区長場、貝ノ川小学校へき地集会所の市内5カ所の会場で延べ80名の参加を得て
開催しました。
　この中で、3月会議で議決された当初予算や条例の議案などについて説明するとともに、参加
された皆様と意見交換を行い、議会や行政に関することのほか、地域の現状や課題など、様々な
声を聞かせていただきました。
　皆様からの貴重なご意見やご提言、ご要望等については、議会として所管の委員会で調査を
行うなど、議会活動に生かしてまいりますので、今後とも議会の取り組みについて、ご協力のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。
※今回出されたご意見等について、執行部に回答を求めたものをご報告させていただきます。

【小方青年会館】
財政調整基金が減少しているが、
大丈夫なのか？

　平成28年度以降、財政調整基金を取り崩し
た決算が続き、大変厳しい財政状況となって
いますが、歳出の抑制を図るとともに毎年増
加している「ふるさと納税」を効果的に活用し
ながら、健全財政に努めてまいります。

　（企画財政課）

【小方青年会館】
物流センターの事業主体はどこ
なのか？

　物流センターの改修工事の実施主体は土佐
清水市です。
　改修後は、第三セクター土佐清水ホール
ディングが市から施設を借りる形で運営（使
用）することになります。市は施設使用料（家
賃）を土佐清水ホールディングから納めても
らうことになります。　　　 　（観光商工課）

【中浜会館】
耕作していない農地を非農地に
して、開発可能になるような規制
緩和について方策を検討してほ
しい。

　農地転用は、農地法に基づき原則農林水産
大臣あるいは都道府県知事の許可が必要に
なっています。転用申請があった際には、農業
委員会の意見書を付して県知事宛に送達して
います。
　非農地の判断は、国の運用基準に基づき各
農業委員会が行っており、規制緩和について
は、農地法の運用基準が緩和されない限り難
しいと考えます。　　　　　　  （農林水産課）

議会報告会のようす（上野区長場）
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【上野区長場】
三崎浦の火災について、家の所有
者がなくなっている場合や所有
者不明の場合はどう対応すれば
いいのか。

　家の所有者が亡くなっている場合、火災ご
みも個人の財産ですので行政が勝手に処分す
ることはできません。相続人等親族の方に処
分していただいています。幡多クリーンセン
ターで処分できるごみの処理費については、
罹災証明をつけて申請していただければ減免
することができます。　　　　　　  （市民課）

　所有者不明な土地の場合、公的利用が可能
な土地であれば公共事業における土地の収用
手続をとることになりますが、それ以外（ごみ
の撤去のみ等）の場合は、市の対応は困難と考
えています。　　　 　　 （まちづくり対策課）

【上野区長場】
爪白キャンプ場でキャンプでき
なかった人たちがニコニコ公園
内でキャンプをしていたが、騒
音、ごみ問題など市としてどう対
応してくれるのか。

　ニコニコ公園でのキャンプや火気の使用は
禁止しています。この公園は人家に隣接して
おり、騒音の問題やごみの投棄が心配される
ことから、公園管理をしていただいている地
元からもマナーを守っていただくよう看板設
置の要望があったところです。　　
　現在は、応急的にラミネートの注意書きを
トイレ棟など目立つところへ貼付をしていま
すが、近々公園内へ看板を設置する予定です。

　（生涯学習課）

【貝ノ川小学校へき地集会所】
光ファイバー回線整備事業は、高
齢者にとって必要ではないと思
うが、整備理由を聞く。

　今回の光ファイバー回線の整備は、市内の
情報格差を解消し市民生活の利便性の向上を
図ることを目的としています。
　例えば、高齢者が自宅に居ながら遠くの医
療機関にインターネットを介して遠隔診療を
受けられるシステムや買い物、公共施設の予
約や情報収集など、過疎化が進み人が減り、隣
近所での助け合いが難しくなりつつある中で
必要な整備であり、整備が進めば新たな雇用
の創出や地域活性化、若者の移住促進にも寄
与すると考えます。　　　　　　　  （総務課）

【貝ノ川小学校へき地集会所】
災害時の独居高齢者の避難につ
いて、市として救護の車を出すな
ど対応できないか？

　災害発生時の支援が必要な要配慮者に対し
ては、地区ごとに避難行動要支援者名簿を作
成し自主防災組織と消防団との連携を促進す
ることにより、地域コミュニティの防災体制
の充実・強化を図っているところです。
　まずは災害時の対応として、「自助」「共助」
の力で対応をお願いします。　  （危機管理課）

【貝ノ川小学校へき地集会所】
貝ノ川の避難所は、旧中学校の体
育館になっているが、小学校の校
舎の方が良いのではないか？

　現在、下川口地区に関しては、風水害時には
下川口市民センターを避難所として開設して
職員を配置し避難者を受け入れています。
　台風等の被害の可能性が大きいと予想され
る場合、貝ノ川中学校（体育館）を避難所とし
て指定していますが、今後、施設の状況等を確
認し総合的に見直しの可否を含め検討したい
と考えます。　　　　　　　  　（危機管理課）
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土佐清水ワールド梅田ギャザ阪急店オープンセレモニー土佐清水ワールド梅田ギャザ阪急店オープンセレモニー土佐清水ワールド梅田ギャザ阪急店オープンセレモニー

「スノーピーク土佐清水キャンプフィールド」オープン式典「スノーピーク土佐清水キャンプフィールド」オープン式典「スノーピーク土佐清水キャンプフィールド」オープン式典

登壇した永野議長（左から5人目）

社
会
文
教
委
員
会
の

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
全
国
市
議
会

議
長
会
第
95
回
定
期
総
会
終
了
後
、各
委

員
会
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、社
会
文
教

委
員
会
の
副
委
員
長
に
本
市
の
永
野
議

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
文
教
委
員
会
の
委
員
長
は
多
賀

城
市
議
会
議
長
、副
委
員
長
は
美
濃
加
茂

市
議
会
議
長
と
本
市
議
会
議
長
の
２
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、各
省
庁
へ
の
要
望
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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4日

28日

9日

13日

16日

20日

22日

23日

25日

31日

8日

9日

10日

21日

26日

30日

4月

5月

6月

第134回高知県市議会議長会定期総会

（高知市）

「スノーピーク土佐清水キャンプフィールド」

オープン式典

第30回四国西南サミット（大洲市）

道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会

通常総会、道路整備促進高知県大会（高知市）

宿毛市議会正副議長来局

黒潮町議会正副議長来局

「四国西南地域道路整備促進協議会」総会

（愛南町）

第81回四国市議会議長会定期総会

（高松市）

関東幡多の会　第8回交流会（東京都）

高知市議会正副議長来局

土佐清水市シルバー人材センター令和元年度

定時総会（中央公民館）

関東幡多の会「幡多路ツアー」（四万十市）

全国市議会議長会第95回定期総会（東京都）

土佐清水ワールド梅田ギャザ阪急店

オープニングセレモニー（大阪市）

土佐清水市経済団体連絡協議会懇談会

越知町「スノーピークかわの駅おち」

グランドオープン記念セレモニー（越知町）

　

議
長
は
年
間
を
通
じ
て
議
会
を
代
表

し
、各
種
行
事
、式
典
や
会
合
等
に
出
席
す

る
ほ
か
、本
会
議
に
お
い
て
議
事
を
整
理

し
、議
会
の
事
務
を
統
理
す
る
と
い
っ
た

職
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
議
長
の
主
な
活

動
状
況
に
つ
い
て
は
、左
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

議
長
の
活
動
報
告



議会日誌議会日誌議会日誌 4月

5月

6月

2日

10日

11日

16日

17日

19日

23日

24日

25日

26日

8日

10日

28日

3日

 4日

5日

10日

17日

18日

19日

20日

25日

議会報告会代表者会

議会運営委員会・議会だより編集委員会

議会報告会代表者会

議会報告会（製本・打合せ）

議会運営委員会・議会だより編集委員会

議会報告会代表者会

産業厚生常任委員会（視察：冷凍保管施設）

議会報告会（小方青年会館）

議会報告会（中央公民館）

議会運営委員会・議会報告会（中浜会館）

議会報告会（上野区長場）

議会報告会（貝ノ川小学校へき地集会所）

議会報告会代表者会

議会運営委員会

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

6月会議再開

質疑・一般質問

一般質問

予算決算常任委員会／議会運営委員会

総務文教常任委員会／産業厚生常任委員会

議会運営委員会／総務文教常任委員会／6月会議散会

開
催
日
程
な
ど
詳
細
は
、
事
前
に
議
会

事
務
局
【
☎
（
82
）
１
１
１
２
】
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

次
回
の
開
催
予
定
は
９
月
上
旬
で
す
。

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　　
　

本
会
議
の
一
般
質
問
な
ど
会
議
で
の

発
言
を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。会
議
の
詳
し
い
内
容
は
会
議

録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、市

民
図
書
館
・
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

市
議
会
を

　
　

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

編
集
後
記

　

昨
年
に
続
き
、今
年
も
全
国
各
地

で
集
中
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が

出
て
お
り
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も
、

が
け
崩
れ
に
よ
る
交
通
規
制
が
発
生

す
る
な
ど
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰

が
」被
害
に
遭
う
か
分
か
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、く
れ
ぐ
れ
も
早

め
早
め
の
避
難
準
備
等
を
心
掛
け
ら

れ
ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
の
６
月
会
議
は
、女
性

２
人
を
含
む
５
人
の
新
た
な
管
理
職

を
迎
え
、厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、新
課

長
に
対
し
て
も
大
変
活
発
に
問
題
提

起
や
提
案
型
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
後
と
も
、土
佐
清
水
市
の

発
展
の
た
め
、土
佐
清
水
市
議
会
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご

指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
夏
も
、ど
う
か
ご
自
愛
の
上
、ご

健
勝
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

細
川　

博
史

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り

編　

集　

委　

員　

会

委
員
長　

細
川　

博
史

作
田　

喜
秋

弘
田　
　

条

武
政　

健
三

甲
藤　
　

眞
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